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(54)【発明の名称】 健診装置

(57)【要約】
【課題】単一の測定機器により各種項目の測定を可能に
し、購入コスト及び設置スペースの大幅削減を図るとと
もに、手軽で容易な測定と測定時間の短縮を実現し、ま
た、その場で健康状態を総合的かつ的確に把握できるよ
うにする。
【解決手段】人体の腕Ａをセットするセンシング部２を
有し、このセンシング部２に、当該センシング部２にセ
ットした人体部分Ｈを利用することにより、血圧を測定
するための血圧用検出部３，脈波を測定するための脈波
用検出部４，骨密度を測定するための骨密度用検出部５
及び体脂肪を測定するための体脂肪用検出部６を配設す
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  人体の腕をセットするセンシング部を有
し、このセンシング部に、当該センシング部にセットし
た人体部分を利用することにより、血圧を測定するため
の血圧用検出部，脈波を測定するための脈波用検出部，
骨密度を測定するための骨密度用検出部及び体脂肪を測
定するための体脂肪用検出部を配設したことを特徴とす
る健診装置。
【請求項２】  前記脈波用検出部は、人体の指先を挿入
し、かつ挿入した指先を位置決めするガイド部と、この
ガイド部に位置決めされた指先に光を投光する発光部及
び指先からの反射光を受光する受光部を有する反射型光
センサを備えることを特徴とする請求項１記載の健診装
置。
【請求項３】  前記骨密度用検出部は、人体の腕の両側
に対向した一対の当接部と、一方の当接部を他方の当接
部に対して進退移動させることにより腕の幅を計測する
幅計測機構部と、一方（又は他方）の当接部に配設し、
腕に対して超音波を発信する超音波発信部及び他方（又
は一方）の当接部に配設して腕の伝搬波を受信する超音
波受信部を有する超音波センサを備えることを特徴とす
る請求項１記載の健診装置。
【請求項４】  前記体脂肪用検出部は、人体の腕に対し
て近赤外線を投光する近赤外線発光部及び腕からの反射
光を受光する近赤外線受光部を有する反射型近赤外線セ
ンサを備えることを特徴とする請求項１記載の健診装
置。
【請求項５】  疲労度を測定するための疲労度用検出部
を備えることを特徴とする請求項１記載の健診装置。
【請求項６】  前記疲労度用検出部は、人体の肩の筋肉
に対して超音波を発信する超音波発信部及び肩の筋肉か
らの反射波を受信する超音波受信部を有する超音波セン
サを備えることを特徴とする請求項５記載の健診装置。
【請求項７】  前記センシング部は、測定用イスのアー
ムレストに付設したことを特徴とする請求項１記載の健
診装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、手軽に測定して健
康状態を総合的に把握するための健診装置に関する。
【０００２】
【従来技術及び課題】一般に、人体の健康状態を外部か
ら比較的容易に測定できる測定機器としては、体重計，
血圧計，脈波計，骨密度測定器，体脂肪測定器等が知ら
れている。
【０００３】しかし、このような従来の測定機器は、そ
れぞれ専用機器として構成されていたため、次のような
問題点があった。
【０００４】第一に、測定項目の数だけ測定機器を揃え
る必要があり、全体としてかなりの購入コストを強いら
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れるとともに、測定機器の数に応じた広い設置スペース
が必要となる。
【０００５】第二に、測定する場合には、測定機器毎に
個別に測定する必要があるため、被測定者にとって大変
煩わしいものになるとともに、測定に長時間を要し、極
めて非能率的となる。
【０００６】第三に、検査値は個別に得られるのみのた
め、健康状態を総合的かつ的確に把握しにくいととも
に、他方、総合的に把握する場合には、各データを総合
的なフォーマットに記入したりコンピュータ等の処理装
置に入力する必要があるなど、後処理が大変となる。
【０００７】本発明は、このような従来技術に存在する
課題を解決したものであり、単一の測定機器により各種
項目の測定を可能にし、購入コスト及び設置スペースの
大幅削減を図れるとともに、手軽で容易な測定と測定時
間の短縮を実現し、しかも、その場で健康状態を総合的
かつ的確に把握することができる健診装置の提供を目的
とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段及び実施の形態】本発明に
係る健診装置１は、人体の腕Ａをセットするセンシング
部２を有し、このセンシング部２に、当該センシング部
２にセットした人体部分Ｈを利用することにより、血圧
を測定するための血圧用検出部３，脈波を測定するため
の脈波用検出部４，骨密度を測定するための骨密度用検
出部５及び体脂肪を測定するための体脂肪用検出部６を
配設したことを特徴とする。
【０００９】この場合、好適な実施の形態により、脈波
用検出部４は、人体の指先Ｆを挿入し、かつ挿入した指
先Ｆを位置決めするガイド部１１と、このガイド部１１
に位置決めされた指先Ｆに光Ｒｔを投光する発光部１２
ｔ及び指先Ｆからの反射光Ｒｒを受光する受光部１２ｒ
を有する反射型光センサ１２を備える。また、骨密度用
検出部５は、人体の腕Ａの両側に対向した一対の当接部
１３，１４と、一方の当接部１３を他方の当接部１４に
対して進退移動させることにより腕Ａの幅（厚さ）を計
測する幅計測機構部１５と、一方（又は他方）の当接部
１３（又は１４）に配設し、腕Ａに対して超音波を発信
する超音波発信部１６ｔ及び他方（又は一方）の当接部
１４（又は１３）に配設して腕Ａの伝搬波Ｗを受信する
超音波受信部１６ｒを有する超音波センサ１６を備え
る。さらに、体脂肪用検出部６は、人体の腕Ａに対して
近赤外線Ｌｔを投光する近赤外線発光部１７ｔ及び腕Ａ
からの反射光Ｌｒを受光する近赤外線受光部１７ｒを有
する反射型近赤外線センサ１７を備える。他方、健診装
置１には、疲労度を測定するための疲労度用検出部１８
を備えることができる。この疲労度用検出部１８は、人
体の肩Ｓの筋肉に対して超音波Ｗｔを発信する超音波発
信部１９ｔ及び肩Ｓの筋肉からの反射波Ｗｒを受信する
超音波受信部１９ｒを有する超音波センサ１９を備え
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る。なお、センシング部２は、測定用イス２０のアーム
レスト２１に付設することができる。
【００１０】これにより、センシング部２には、基本形
態として、血圧用検出部３，脈波用検出部４，骨密度用
検出部５及び体脂肪用検出部６が配設されるため、この
センシング部２に、腕Ａをセットするのみで、血圧，脈
波，骨密度及び体脂肪（体脂肪率）が測定可能となる。
したがって、単一の測定機器として構成でき、測定時間
の短縮や測定結果の総合的な把握が可能となる。
【００１１】
【実施例】次に、本発明に係る好適な実施例を挙げ、図
面に基づき詳細に説明する。
【００１２】まず、本実施例に係る健診装置１の構成に
ついて、図１～図９を参照して説明する。
【００１３】図２は、健診装置１を備える測定用イス２
０を示す。この測定用イス２０は、被測定者が着座でき
る着座部３１を備え、この着座部３１の後側に背凭れ部
３２を、前側にフットレスト３３を、左側にアームレス
ト２１を、右側にアームレスト３４をそれぞれ備える。
また、以上により、イス本体部３５を構成し、このイス
本体部３５は、ベース部３６の上面に設置する。一方、
左側のアームレスト２１の上面には、センシング部２を
付設する。このセンシング部２は、背凭れ部３２に対向
する面に、図１に示す開口部３７（図１１参照）を有
し、着座部３１に座った被測定者（人体）の腕Ａを挿入
することができる。他方、右側のアームレスト３４に
は、タッチパネル３８を付設したディスプレイ３９を配
設するとともに、このアームレスト３４の前面パネルを
利用して、上からコイン投入口４０，コイン返却口４
１，記録シートＰを排出する記録シート排出口４２を配
設する。さらに、背凭れ部３２の上端には、ヘッドレス
ト形に構成した疲労度を測定するための疲労度用検出部
１８を配設する。
【００１４】図１に、センシング部２及び疲労度用検出
部１８の構成を示す。センシング部２は、内部が空洞と
なるハウジング４３を備え、このハウジング４３の内部
に、前から、脈波を測定するための脈波用検出部４，骨
密度を測定するための骨密度用検出部５，体脂肪を測定
するための体脂肪用検出部６，血圧を測定するための血
圧用検出部３を後方へ順次配設する。各検出部４，５，
６及び３は、コンピュータ部４４に接続する。一方、疲
労度用検出部１８は、ヘッドレスト形の検出ホルダ４５
を備える。検出ホルダ４５は下方に突出したシャフト４
６を備え、このシャフト４６は背凭れ部３２の上端に挿
入することにより昇降自在に支持されるとともに、内蔵
するスプリング４７により下方に付勢される。なお、検
出ホルダ４５の下面には被測定者の肩Ｓに対して位置決
めするための凹凸を設ける（図１参照）。また、必要に
より、バイブレータ等を内蔵させ、マッサージ機能を付
加してもよい。この場合、疲労度用検出部１８は疲労度
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を測定するため、疲労度の測定結果に応じてマッサージ
機能の動作プログラムを設定することができる。
【００１５】図３は、信号（データ）処理系のハードウ
ェアＭを示す。コンピュータ部４４は、コンピュータ本
体５１及びインタフェース５２を備え、このインタフェ
ース５２には、疲労度用検出部１８，血圧用検出部３，
脈波用検出部４，骨密度用検出部５，体脂肪用検出部６
及び体重検出部５３を接続する。この場合、体重検出部
５３は、図２に示すイス本体部３５とベース部３６間に
設けた圧力センサを利用する。これにより、被測定者が
イス本体部３５に着座した際に、被測定者の体重を自動
で測定できる。また、インタフェース５２には、主に各
検出部からの検出信号（アナログ信号）を増幅し、ディ
ジタル信号に変換する信号処理機能が含まれる。さら
に、コンピュータ本体５１には、前述（図２）したタッ
チパネル３８及びディスプレイ３９を接続するととも
に、プリンタ部５４及び通信部５５を接続する。このプ
リンタ部５４によりプリントアウトされた記録シートＰ
は、前述した記録シート排出口４２から排出される。一
方、通信部５５は、インターネットやイントラネット等
に接続し、他の場所に備える各種機器に対して各種デー
タの送受信を行うことができる。その他、フロッピィデ
ィスクやＩＣカード等のドライバを設けることも自由で
ある。
【００１６】次に、図４～図９を参照して各測定系の構
成を具体的に説明する。図４は脈波測定系Ｃ１を示す。
脈波測定系Ｃ１は脈波用検出部４を用いる。脈波用検出
部４は、指先（人指し指）Ｆを挿入し、かつ挿入した指
先Ｆを位置決めするガイド部１１と、このガイド部１１
に位置決めされた指先Ｆに光Ｒｔを投光する発光部１２
ｔ及び指先Ｆからの反射光Ｒｒを受光する受光部１２ｒ
を有する反射型光センサ１２を備える。そして、受光部
１２ｒの出力（検出信号）は、この出力を増幅するアン
プ６１，このアンプ６１の出力を二回微分する二回微分
器６２，この二回微分器６２の出力（アナログ信号）を
ディジタル信号に変換するＡ／Ｄ変換器６３を介してコ
ンピュータ本体５１に付与する。一方、発光部１２ｔは
コンピュータ本体５１に接続する。なお、６４は、発光
部１２ｔ及び受光部１２ｒのための透明保護板を示す。
【００１７】これにより、発光部１２ｔから指先Ｆに対
して光Ｒｔを投光すれば、光Ｒｔは指先Ｆの内部に進入
する。そして、血液中を透過し、散乱した光Ｒｔは、反
射光Ｒｒとして指先Ｆから放出される。この反射光Ｒｒ
の光量は、人体組織中における血液の流量によって変化
するため、この反射光Ｒｒを受光部１２ｒにより検出す
れば、受光部１２ｒの出力信号として脈波が得られる。
この脈波（出力信号）を二回微分すれば、図５に示す加
速度脈波Ｅを得ることができる。この加速度脈波Ｅは、
中枢から抹消に至る血行動態に関する多くの情報を含ん
でいる。即ち、心臓から送り出された血流が波動として
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抹消に伝達されると、心拍動，血行動態，細動脈系の性
状変化などの生理的条件により波形に歪みが生ずるた
め、この波形を画像処理等により判定して健康状態を知
ることができる。
【００１８】図６は、血圧測定系Ｃ２を示す。血圧測定
系Ｃ２は血圧用検出部３を用いる。血圧用検出部３は、
腕Ａを挿通させるリング形の加圧部（カフ部）６６と、
この加圧部６６に接続したポンプ部６７と、このポンプ
部６７に接続した圧力センサ６８を備える。そして、圧
力センサ６８の出力（検出信号）は、この出力を増幅す
るアンプ６９，このアンプ６９の出力（アナログ信号）
をディジタル信号に変換するＡ／Ｄ変換器７０を介して
コンピュータ本体５１に付与する。一方、ポンプ部６７
はコンピュータ本体５１に接続する。これにより、ポン
プ部６７を駆動制御し、加圧部６６を加圧／減圧すれ
ば、圧力を加えたときに血管が振動することを利用した
オシロメトリック法により血圧（最高血圧，最低血圧）
を測定することができる。
【００１９】図７は、骨密度測定系Ｃ３を示す。骨密度
測定系Ｃ３は骨密度用検出部５を用いる。骨密度用検出
部５は、人体の腕Ａの両側（上下）に対向した一対の当
接部１３，１４と、上側の当接部１３を下側の当接部１
４に対して進退移動させることにより腕の幅（厚さ）を
計測する幅計測機構部１５と、上側の当接部１３に配設
し、腕Ａに対して超音波を発信する超音波発信部１６ｔ
及び下側の当接部１４に配設して腕Ａの伝搬波Ｗを受信
する超音波受信部１６ｒを有する超音波センサ１６を備
える。この場合、上側の当接部１３は、ハウジング７２
を備え、このハウジング７２の内部に超音波発信部１６
ｔを配設する。また、ハウジング７２の底面には透明保
護板７３及びタッチスイッチ７４を付設するとともに、
天面にはラック７５を上方へ起設する。他方、幅計測機
構部１５には、リニアガイド７６を備え、このリニアガ
イド７６によりラック７５が昇降自在に支持される。そ
して、ラック７５にはピニオン７７を噛合させ、このピ
ニオン７７は、図示を省略した回転伝達機構（減速機
構）を介して駆動モータ７８の回転シャフトに接続す
る。駆動モータ７８には、この駆動モータ７８の回転情
報を検出するロータリエンコーダ７９を付設し、駆動モ
ータ７８とロータリエンコーダ７９、さらに、超音波発
信部１６ｔはコンピュータ本体５１に接続する。この場
合、駆動モータ７８とロータリエンコーダ７９の代わり
にステッピングモータ等を用いてもよい。一方、超音波
受信部１６ｒの出力（検出信号）は、この出力を増幅す
るアンプ８０，このアンプ８０の出力（アナログ信号）
をディジタル信号に変換するＡ／Ｄ変換器８１を介して
コンピュータ本体５１に付与する。また、超音波発信部
１６ｔはコンピュータ本体５１に接続する。なお、８２
は超音波受信部１６ｒのための透明保護板を示す。
【００２０】これにより、腕Ａがセットされた状態で、
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駆動モータ７８を作動させれば、上側の当接部１３は、
ホームポジションからゆっくりと下降する。そして、当
接部１３が腕Ａ（手首付近）に当接すれば、タッチスイ
ッチ７４がオンし、駆動モータ７８を停止させる。当接
部１３の下降ストロークは、ロータリエンコーダ７９に
より検出されるため、腕Ａの幅（厚さ）、即ち、腕Ａに
おける超音波（伝搬波Ｗ）の伝搬距離を求めることがで
きる。よって、超音波（伝搬波Ｗ）と伝搬距離により伝
搬波Ｗの伝搬速度を得ることができる。この伝搬速度と
骨密度は、所定の相関関係を有するため、腕Ａの内部を
伝搬する伝搬波Ｗの伝搬速度と予め設定したデータテー
ブルから骨密度を求めることができる。
【００２１】図８は、体脂肪測定系Ｃ４を示す。体脂肪
測定系Ｃ４は体脂肪用検出部６を用いる。体脂肪用検出
部６は、腕Ａに対して近赤外線Ｌｔを投光する近赤外線
発光部１７ｔ及び腕Ａからの反射光Ｌｒを受光する近赤
外線受光部１７ｒを有する反射型近赤外線センサ１７を
備える。そして、近赤外線受光部１７ｒの出力（検出信
号）は、この出力を増幅するアンプ８４，このアンプ８
４の出力（アナログ信号）をディジタル信号に変換する
Ａ／Ｄ変換器８５を介してコンピュータ本体５１に付与
する。一方、近赤外線発光部１７ｔはコンピュータ本体
５１に接続する。なお、８６は近赤外線発光部１７ｔ及
び近赤外線受光部１７ｒのための透明保護板を示す。こ
れにより、近赤外線拡散反射方式を用いた体脂肪の測定
を行うことができる。即ち、人間の脂肪は、近赤外線領
域の特定の波長を吸収するため、近赤外線光の吸収と身
長及び体重を用いて、体脂肪率を求めることができる。
したがって、測定方法は、前述した脈波測定の場合基本
的に同じ原理となる。
【００２２】図９は、疲労度測定系Ｃ５を示す。疲労度
測定系Ｃ５は疲労度用検出部１８を用いる。疲労度用検
出部１８は、肩Ｓの筋肉に対して超音波Ｗｔを発信する
超音波発信部１９ｔ及び肩Ｓの筋肉からの反射波Ｗｒを
受信する超音波受信部１９ｒを有する超音波センサ１９
を備える。そして、超音波受信部１９ｒの出力（検出信
号）は、この出力を増幅するアンプ９１，このアンプ９
１の出力（アナログ信号）をディジタル信号に変換する
Ａ／Ｄ変換器９２を介してコンピュータ本体５１に付与
する。一方、超音波発信部１９ｔはコンピュータ本体５
１に接続する。なお、９３は超音波発信部１９ｔ及び超
音波受信部１９ｒのための透明保護板を示す。
【００２３】これにより、肩Ｓに超音波発信部１９ｔ
（振動ピックアップ）を当て、肩Ｓに対して超音波Ｗｔ
を発信するとともに、超音波受信部１９ｒにより肩Ｓの
筋肉からの反射波Ｗｒを受信すれば、肩Ｓに対する超音
波Ｗｔの伝搬速度を測定することができる。疲労の生化
学的原因には、筋肉に貯えられていたエネルギ源（グリ
コーゲンなど）の減少，乳酸や代謝産物（疲労物質，老
廃物）の蓄積，イオン分布，浸透圧，ホルモン濃度など
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7
の内部環境の変化などがある。このような原因による筋
肉の変化と振動の伝搬速度には所定の相関関係があるた
め、肩Ｓの内部を伝搬する振動（反射波Ｗｒ）の伝搬速
度と予め設定したデータテーブルから疲労度の度合を求
めることができる。
【００２４】次に、本実施例に係る健診装置１の全体的
な使用方法について、図１～図１０を参照して説明す
る。
【００２５】まず、被測定者は、測定用イス２０に着座
し、コイン投入口４０に必要な金額を投入する。これに
より、ディスプレイ３９に利用案内が表示されるため、
案内に従って操作を行う。まず、左手の腕Ａを開口部３
７（図１）からセンシング部２の内部に挿入してセット
する。この際、ガイド部１１に指先Ｆが位置決めされる
必要があるが、位置決めされたか否かは反射型光センサ
１２を利用して検出することができる。図１に仮想線で
示す腕Ａ及び指先Ｆが位置決めされてセットされた状態
を示す。
【００２６】一方、被測定者の肩Ｓは、図１に示すよう
に、検出ホルダ４５の下方に位置させる。検出ホルダ４
５は下方に付勢された状態に設けられるため、検出ホル
ダ４５は肩Ｓにより若干持ち上げられた状態となり、検
出ホルダ４５は肩Ｓの上に圧接するとともに、超音波セ
ンサ１９の位置決めが行われる。位置決めされたか否か
は超音波センサ１９により検出することができる。そし
て、腕Ａ及び肩Ｓが正常にセッティングされれば、ディ
スプレイ３９に必要事項に関する入力案内が表示される
ため、身長や年齢等の必要事項をタッチパネル３８を利
用して入力する。なお、体重は、体重検出部５３により
自動測定されるが、より測定精度を高めるために、衣類
の種類や数量をタッチパネル３８により入力できるよう
にしてもよい。また、身長が分からない場合には、検出
ホルダ４５の位置により身長を推定するようにしてもよ
い。
【００２７】以上の操作が終了すれば、ディスプレイ３
９に測定可能が表示されるため、被測定者は、タッチパ
ネル３８の開始キーをオンする。これにより、コンピュ
ータ部４４は、予め設定されたシーケンスプログラムに
従って自動測定処理を実行する。この場合、各測定系に
よる測定は、順番又は可能であれば同時に行われる。な
お、各測定系の動作（処理）は、前述したとおりであ
る。測定データは、コンピュータ本体５１において、集
計処理，解析処理及び統計処理等が行われる。そして、
各測定データは、例えば、図１０に示すようなパターン
に表現してプリンタ部５４からプリントアウトできる。
【００２８】このように、本実施例に係る健診装置１に
よれば、測定用イス２０のアームレスト２１に付設した
センシング部２に、血圧用検出部３，脈波用検出部４，
骨密度用検出部５及び体脂肪用検出部６を配設するとと
もに、背凭れ部３２に疲労度用検出部１８を配設し、基
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本的には、被測定者が測定用イス２０に座るのみで、血
圧，脈波，骨密度及び体脂肪（体脂肪率），疲労度，体
重を測定することができる。したがって、単一の測定機
器により各種項目の測定が可能となり、購入コスト及び
設置スペースの大幅削減を図れる。また、手軽で容易な
測定と測定時間の短縮を実現できるとともに、その場で
健康状態を総合的かつ的確に把握することができる。特
に、疲労度を測定するための疲労度用検出部１８を設け
たため、健康状態をより的確に把握することができると
ともに、センシング部２を測定用イス２０のアームレス
ト２１に付設したため、被測定者はリラックスした状態
で測定に臨むことができ、より手軽で容易な測定が実現
される。
【００２９】以上、本発明の好適な実施例について説明
したが、本発明はこのような実施例に限定されるものて
はなく、細部の構成，形状，数量，材料，測定項目等に
おいて、本発明の要旨を逸脱しない範囲で任意に変更，
追加，削除することができる。例えば、実施例は、健診
装置１を測定用イス２０に備える場合を例示したが、図
１１に示すように、テーブル等に置ける卓上測定器１０
０として構成してもよい。この場合、データ処理を行う
本体部１０１と、センシング部２を付設したセンシング
ユニット部１０２を別体に構成し、使い勝手を高めても
よい。また、疲労度用検出部１８は、コードを介して接
続したパッド形の検出部１０４として構成し、この検出
部１０４を衣類の内側に収容して肩Ｓの上に載せること
ができる。１０３はＩＣカード等のカード挿入口を示
す。なお、図１１において、図１～図９と同一部分には
同一符号を付し、その構成を明確にするとともに、その
詳細な説明は省略する。その他、本発明に係る健診装置
は、業務用のフロア据置型，家庭用のコンパクト型，病
院や介護施設で使用できるベッド型（寝具型）等の各種
形態で実施することができる。
【００３０】
【発明の効果】このように、本発明に係る健診装置は、
人体の腕をセットするセンシング部を有し、このセンシ
ング部に、当該センシング部にセットした人体部分を利
用することにより、血圧を測定するための血圧用検出
部，脈波を測定するための脈波用検出部，骨密度を測定
するための骨密度用検出部及び体脂肪を測定するための
体脂肪用検出部を配設したため、次のような顕著な効果
を奏する。
【００３１】（１）  単一の測定機器により各種項目の
測定が可能となり、購入コスト及び設置スペースの大幅
削減を図れる。
【００３２】（２）  手軽で容易な測定と測定時間の短
縮を実現できるとともに、その場で健康状態を総合的か
つ的確に把握することができる。特に、好適な実施の形
態により、センシング部を測定用イスのアームレストに
付設すれば、被測定者はリラックスした状態で測定に臨
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むことができ、より手軽で容易な測定を実現することが
できる。
【００３３】（３）  好適な実施の形態により、疲労度
を測定するための疲労度用検出部を設ければ、健康状態
をより的確に把握することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の好適な実施例に係る健診装置の要部構
成図、
【図２】同健診装置を備える測定用イスの外観斜視図、
【図３】同健診装置のハードウェア構成図、
【図４】同健診装置における脈波測定系の構成図、
【図５】同健診装置における脈波測定系から得られる加
速度脈波の信号波形図、
【図６】同健診装置における血圧測定系の構成図、
【図７】同健診装置における密度測定系の構成図、
【図８】同健診装置における体脂肪測定系の構成図、
【図９】同健診装置における疲労度測定系の構成図、
【図１０】同健診装置により得られる測定データの表現
図、
【図１１】本発明の変更実施例に係る健診装置を備える
卓上測定器の外観斜視図、
【符号の説明】
１      健診装置
２      センシング部
３      血圧用検出部
４      脈波用検出部 *
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*５      骨密度用検出部
６      体脂肪用検出部
１１    ガイド部
１２    反射型光センサ
１２ｔ  発光部
１２ｒ  受光部
１３    当接部
１４    当接部
１５    幅計測機構部
１６    超音波センサ
１６ｔ  超音波発信部
１６ｒ  超音波受信部
１７    反射型近赤外線センサ
１７ｔ  近赤外線発光部
１７ｒ  近赤外線受光部
１８    疲労度用検出部
１９    超音波センサ
１９ｔ  超音波発信部
１９ｒ  超音波受信部
２０    測定用イス
２１    アームレスト
Ａ      人体の腕
Ｈ      人体部分
Ｆ      人体の指先
Ｓ      人体の肩

【図１】 【図２】
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